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事務局 

定刻となりましたので、只今から、令和７年度第３回門真市幼児教育振興検討

委員会を開催いたします。 

皆様、本日は、ご多忙にも関わりませず、ご出席を賜り、誠にありがとうござ

います。本日の司会を務めさせていただきます、門真市こども部保育幼稚園課の

竹田でございます。どうぞよろしくお願いいたします。 

なお、本検討委員会でカリキュラムについてご審議いただくのは今回で最終

となりますので、委員長より答申書を教育長に手交していただく運びとなって

おりますのでよろしくお願いいたします。 

また、本日は、委員８名中８名、全委員様の出席をいただいていますので、門

真市附属機関に関する条例の施行に関する門真市教育委員会規則第５条第２項

の規定により、本会議が成立しておりますことをご報告いたします。 

また、本日の傍聴者はおられませんので、併せてご報告いたします。 

続きまして、本日の資料の確認をさせていただきます。はじめに、本日の「次

第」、資料１「門真市幼保小の架け橋期カリキュラム（素案）」、資料２「校区一

覧表」、資料３「答申書（案）」、参考資料１「門真市幼児教育振興検討委員会 委

員名簿」、参考資料２「令和７年度第３回門真市幼児教育振興検討委員会配席表」、

参考資料３「新旧対照表」となっております。 

以上の資料につきまして、全ておそろいでしょうか。 

なお、本日の委員会も、後日議事録を作成させていただくために録音させてい

ただきたいと思いますので、よろしくお願いします。 

それでは、これ以降の会議の進行につきましては、委員長に一任させていただ

きます。委員長、よろしくお願いいたします。 

 

吉岡委員長 

皆さんこんにちは。今、事務局から言っていただきましたけれど、今日で最終



ということで皆様方のいろんなご意見を、ほぼ集約できていて、今日まとめのと

きかと思われます。 

事務局の方はいろいろ私たちの意見を聞きながら、まとめるにあたってご苦

労いただいたと、感じております。本当にありがとうございます。 

今日、最終のものをみさせていただいて、微調整があるかもわかりませんが、皆

さんしっかり見ていただいて、よろしくお願いいたします。 

それでは、次第に沿いまして、議題１「門真市幼保小の架け橋期カリキュラム

（素案）」について、事務局から説明をお願いします。 

 

事務局 

それでは、議題１「門真市幼保小の架け橋期カリキュラム（素案）」について

ご説明いたします。 

資料１「門真市幼保小の架け橋期カリキュラム（素案）」をお願いします。 

本資料は第１回、第２回の検討委員会でいただきましたご意見をふまえ、一部

追記、修正を加えておりますので、修正部分を中心にご説明いたします。参考資

料３新旧対照表とあわせてご確認ください。 

まず、１ページの５行目をご覧ください。保育・教育の現場のところを文言の

統一のため、教育・保育の現場に修正しております。 

同ページの中段をご覧ください。就学前と就学後の教育・保育を文言の統一の

ため、就学前教育・保育と就学後の教育に修正しております。 

２、３ページをご覧ください。第２回検討委員会において、国の動きや門真市

の教育の方向性などを追記してほしいとの意見があったため、２．門真市の教育

以降すべて追記しております。 

３ページ上段をご覧ください。３．幼保小の架け橋プログラムとはの一つ目の

〇につきまして、架け橋期とはから架け橋期について、事務局にて修正し、一つ

の目の点のところにつきまして、国の資料に合わせて、事務局にて修正しており

ます。 

同ページ下段をご覧ください。二つ目の〇の一つ目の点のところにつきまし

て、第２回検討委員会において、子どもの幸せについては重要な視点であるとい

う意見があったため追記しております。 

４ページ上段をご覧ください。一つ目の点のところにつきまして、第２回検討

委員会において、基本版に「子どもの意見を尊重する」文言を追記してほしいと

の意見があったため、前文にも関連するような文言を追記しております。 

５ページ上段をご覧ください。注釈のところにつきまして、３．幼保小の架け

橋プログラムとはについて、国の資料から全ての箇所で抜粋していないため、抜

粋から「参考に作成」に修正。また、１点、「参考作成先」を追加しております。 



10ページをご覧ください。これまでの意見等を踏まえ、皆様に活用していただ

きやすいよう事務局にて追記いたしました。また今後各校区でカリキュラムを

作成していくうえで、活用しやすいと思い新しく章立てしております。 

追記内容としては、４点ございます。 

まず１点目として、門真市では「門真市教育振興基本計画」において、義務教

育9年間の「縦のつながり」を軸とした小中一貫教育を推進していることから、

本カリキュラムは小中一貫教育の前段階として就学前教育・保育から小学校教

育への円滑な接続を図るためのものであることを明記しております。 

２点目として、４.３つの資質・能力、５.幼児期の終わりまでに育ってほしい

10の姿と小学校で育ってほしい姿を記載している理由について明記しておりま

す。 

３点目として、今後、各校区においてカリキュラムを作成していくにあたり、

中学校区で作成していくことが素案に記載されていなかったので、記載してお

ります。 

最後に、次ページにお示しいたします門真市幼保小の架け橋期カリキュラム

基本版については、来年度以降の各中学校区ごとにおいて対話、交流していただ

き加筆、修正を行っていただくベースとなるものである旨記載いたしておりま

す。 

次に基本版についてです。 

11ページをご覧ください。 

２回の委員会でのご意見や９月にございました幼保小中合同研修会のご意見

などをふまえ、事務局にて再度見直し、加筆修正等させていただきました。変更

箇所は、３つの資質・能力の項目となります。 

知識及び技能のところを表記を統一するため、知識・技能に修正しております。 

次に、変更箇所は配慮事項の項目となります。 

まず、年少児から年中児の欄３つ目の文言でございます。・子どもの感じ方や

伝えたいことを丁寧に受けとめる。を追記いたしました。 

次に５歳児の欄でございます。前半の４つ目の点、子どもの話やその背後にあ

る思いを聞き取り、を聞き取ったりに修正いたしました。 

後半の２つ目の点、・主体的にこどもが調べたり、考えたりできる環境を構成

するを、探究的な学びにつながる配慮として追記いたしました。 

３つ目の点・間違ったり、失敗してもいいと思える環境（雰囲気）を作る 

を追記いたしました。 

次に４つ目の点です。子どもの思いや意見を尊重する（否定的な意見も受け止

める）を追記いたしました。 

次に第１学年の配慮事項の欄についてです。１つ目の点の文の最後、役割を与



えるを役割を考えるに修正しました 

次に３つ目の点・様々な表現の言葉を学ぶことができるよう、表現遊びや言葉

遊びの活動を取り入れるを二学期から一学期に移動いたしました。これは一学

期からはじめているとのことで移動いたしました。 

次に４つ目の点・自分の考えを言葉にできるよう話し方の型を作る、を削除し、

子どもの思いや意見を尊重する（主体性の向上を促す）に変更いたしました。 

次に・相手の考えを尊重することができるよう聞く姿勢の例を示したり、聞い

た後の反応を言葉にできるようにする、を三学期から二学期に移動し、文言を自

分と異なる意見や考えを尊重する態度を認めていくに変更いたしました。 

また、子どもの意見を尊重する配慮事項が年少児から年中児、５歳児、第１学

年にそれぞれ追記されております。先ほども申し上げましたが、子どもの意見表

明権についての意見を反映し特に大切にしていきたい配慮として、どの学年に

も追記いたしました。 

他、その他微細な修正につきましては新旧対照表をご確認ください。 

以上でございます。 

 

吉岡委員長 

ただいま事務局から議題１「門真市幼保小の架け橋期カリキュラム」の説明が

ございました。 

これについてご意見ございませんでしょうか。 

 

邨橋副委員長 

私としては、どうしても基本版ということで、ちょっと表現が大きくはなって

ますけれども、内容的に細かく見ていけばそういう話を取り入れていく余地は

十分ある表現にはしていただいてるので、後の取り扱いのところを読み込んで、

みんなで相談しながらやっていくということを丁寧にやっていただけたらいい

かなと思ってます。 

 

植原委員 

第２回の意見を本当にいろいろと取り入れていただいて、事務局の方で作成

いただいてありがとうございます。 

私も参加させていただいて意見言わしてもらったものを反映していただいたの

が、10ページの架け橋期カリキュラム作成にあたっての（２）のところ、最後の

行ですね。 

また、小学校側が育まれた力を教育活動にどう活かすのかを明確にするって

いうところ、やっぱりここが架け橋期にとても大事になってくるところかなあ



というふうに思いますので、ここを書いていただいて、しかもここ（１）（２）

（３）と、これから中学校区において作っていく上で、大事なことも、しっかり

明記していただいているので、各中学校区で作る上で、とても参考になるのでは

ないかなというふうに見て思いました。 

 

吉岡委員長 

ありがとうございます。 

今、植原委員から言っていただきましたように、意見がでたのを事務局が苦労

して、どのように表すかとかいうので、いろいろ修正していただいていた過程を

私も相談を受けながら聞いておりまして、特に10ページの架け橋期カリキュラ

ムの作成にあたってという、これから具体的に向かうところをきっちりと明記

していただけたというのが、状況としてよく見えてくるものになったと思いま

すし、よかったのではないかというご意見もあったかと思います。 

他によろしいでしょうか 

では、続いて、議題２「来年度のスケジュールについて」を議題とします。 

事務局、説明をお願いします。 

 

事務局 

議題２「来年度のスケジュールについて」ご説明いたします。資料２「校区一

覧表」をご覧ください。 

第２回検討委員会において、検討単位は中学校区ときまりましたので、中学校

区ごとに小学校や園名を記載しております。まずは、基本は中学校区にて区切ら

せていただき検討をすすめていく方向でございます。園は基本は地理上の中学

校区に参加、進学先が中学校区外のほうが多い園につきましては、そちらの校区

にも参加してよいという形にしたいと考えております。 

また、スケジュール案としましては、１学期中に幼保小中合同研修会を開催し、

架け橋期カリキュラムの説明、及び、講演、そののち校区にわかれての第１回の

検討会を考えております。第２回目以降は校区で日程等きめていただき、協議や

交流を行いながらカリキュラムを作成。２月末ごろに校区ごとに提出していた

だき、令和９年度からカリキュラムを実践していくという流れを考えておりま

すが、負担に配慮しながら各園・校の実情に合った形で展開されるよう進めてい

ければと考えております。 

以上、誠に簡単ではございますが、議題２「来年度のスケジュールについて」 

の説明とさせていただきます。 

 

吉岡委員長 



ただいま事務局から議題２「来年度のスケジュールについて」説明がございま

した。 

これについてご意見ございませんでしょうか。 

 

邨橋副委員長 

スケジュールそのものではないのですけど、ある大学の先生と、架け橋プログ

ラムの話をしてたときに、言葉をちょっと注意したほうがいいよねというのを

お話されてたんですね。それは何かというと、架け橋プログラムというよりも、

今回、やってるこれは、そもそもカリキュラムをどう繋いでいくかっていう話な

ので、「架け橋期カリキュラム」という言葉をできるだけ使ったほうがいいよね

ということを教えていただいたんです。できたらこれから先も、架け橋期カリキ

ュラムをどう作っていくかというような、具体的なところではそういうふうな

言い方をしていただいた方がいいかなと思います。 

もちろん架け橋プログラムというのは、国が言ってる言葉なので、当然それは

使うことにはなるとは思うんですけども、具体的な作業の段階では、カリキュラ

ムというのをちょっと強調するような言い方をしたほうがいいかなと思います。 

そうでないと、何をするかっていうハウツー的なこと、「何々をさせる」という

方向で、動いてしまわないかなという懸念があるよねということをおっしゃっ

てたのでとりあえず、報告させていただきます。   

  

吉岡委員長 

ありがとうございます。 

意識として、こういうことだというのを、具体的に作業する中でみんなが意識を

してもらえたらということだったと思いますので、またそれも、どのように周知

するかということも含めて、来年度、やっていただけたらということかと思いま

す。 

他にはよろしいでしょうか。 

私から。来年度この校区ごとに小学校、保育所のチームというか、グループが

ありますが、この会に来られてる小学校の先生とか、園の方は周知できてるけれ

ど、来られていない、園があるとか、学校があるとかした場合の意識の違いが出

てくるように思うので、そのあたりは事務局側として来年度スタートするにあ

たって全門真市の中学校区の小学校、保育所やこども園ですか、民間もあります

からね。 

こういうことをこのようにしてやっていくんだっていう周知については漏れ

なくうまくしていただきながらスタートできるようにお願いします。 

やはり全園が、全学校が意識を高めていかないとせっかく作って、具体に入っ



ていく段階での温度差が出てしまうと、もう全く知らなかったで一年終わって

しまうということが無いようにと危惧するところですのでよろしくお願いしま

す。 

 

事務局 

校長会であったり民間の保育園協議会、幼稚園協議会を活用し、周知させてい

ただきながら、進めていけたらと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 

吉岡委員長 

お願いいたします。 

 

邨橋副委員長 

幼児教育の現場の先生なんかは、頑張ってたよとか、目がキラキラしてたとか

そういう抽象的な表現をされることが多いので、気持ちはわかるのですけども、

私の個人的な意見としては、その子が何に注目してたかとか、どういう発言をし

たかに着目した上でそれが、どういう思考回路の中で出てきた言葉なのかとい

うのを、ある程度分析的に見たほうがいいかなと思うんですよね。 

多分、小学校さんは多分それをある程度されてると思うんですけども。乳幼児

関係はそれが少ない。 

だから、子供たちが言ったその思考の先のものを充実するために、環境設定と

いうのを、どうするかというふうに考えていくことは、これから先すごく大事な

ことだろうなとは思います。できたらそういうふうな子供たちの発言とかある

いは行動が何を考えているのか、例えば分類なのか、これは小学校に当然繋がっ

ていきますよね。 

でも分類だとすると、「そうやねこのどんぐり形が違うよね」というふうに先

生がそこを取り上げることで、ものを見分ける・分類することが強調されていく

と思うんです。そういうふうな場面の取り上げ方というのも、できたら研修の中

で取り上げていって、それが小学校の分類のところに繋がるんだよというふう

に繋げていくようなことがカリキュラムベースで繋いでいくという意味がある

んだというのを、今回はそういう部分を研修では強調していくことが必要かな

と思います。 

 

吉岡委員長 

ありがとうございます。 

具体的な校区ごとの研修に入っていくときに、今の具体的なこととかも話題

が交流し合えたらということだと思います。 



またスケジュールの中には、１学期でしたね。 

幼保小中合同研修会をまず実施するということだから、そういうところで、今

言われたような具体的な研修をどのように進めていくかというようなことも触

れられると思いますし、ここでの周知がはかっていけて、それぞれに分かれると

いうスケジュールになっているかと思いますので、１回目の合同研修のときも

有意義に進むように計画をお願いいたします。 

よろしいでしょうか。 

 

植原委員 

今委員長おっしゃった、来年度一学期の合同研修会や一年とかのスケジュー

ルっていうのは、もう何か見えているところはありますか。 

決まっているところ、来年度へ向けての動きで。これからなら、これからでい

いので、もし決まっているとこがあったら、教えていただけるとありがたいです。 

 

吉岡委員長 

いつ頃どうか、イメージありますかという、質問ですね。 

 

植原委員 

まだこれからなのか。 

 

事務局 

一応、イメージ的には、年度内に完成させていただきたいというところがござ

いますので、やはり一学期中に、１回、幼保小中合同研修会を開催し、時期につ

いては相談させていただきながら進めていければと思っております。 

その後は各校区ごとで調整になってきますので、そこはまた随時の時期には

なってくるのかなと思っております。今のところは２月末をめどに、カリキュラ

ムの作成を完成というところを目指していただきたいというところをスケジュ

ールとしてイメージしております。 

 

吉岡委員長 

ありがとうございます。 

年度初めは忙しいとは思いますが、今言われた２月にというふうにあたって

きたら、一学期といっても幅が広いので、前半で早くスタートができた方がって

いう願いでおっしゃったんじゃないかと思いますし、今からでも、スケジュール

の計画を早めに作ってあげて、現場におろす方が、参加も含めてやりやすいとい

うことになっていくし、現場のスケジュールもそれも見ながら合わせてくださ



るかもわからないので、スタートは早めに、どこでするかを考えてあげてくださ

いっていう、意見かな願いかな。お願いします。 

他によろしいでしょうか 。 

では、続いて、 議題３「答申書（案）」について議題とします。 

事務局、説明をお願いします。 

 

事務局 

それでは議題３ 「答申書（案）」つきましてご説明いたします。資料３「答申

書（案）」をご覧ください。 

この「答申書（案）」は、令和７年８月４日に開催いたしました第１回検討委

員会において、教育長よりカリキュラム策定に係る諮問をさせていただいてか

ら、これまで本日を含め３回にわたる検討委員会にて委員の皆さまにご議論い

ただいき作成したカリキュラム（案）を教育長に答申するものとなっております。 

記載の内容についてご確認いただき、問題がなければ答申書として決定し、カリ

キュラム（案）を添えて、こののち教育長に答申していただきたいと考えており

ます。 

また、本日は、教育長が他の公務のため、峯松教育監に代理で対応していただ

きますので、よろしくお願いします。 

 

それでは答申書（案）について朗読させていただきます。 

答申書 令和８年２月19日 門真市教育委員会 教育長 八木下理香子 様 

門真市幼児教育振興検討委員会 委員長 吉岡眞知子 門真市幼保小の架け橋

期カリキュラムについて（答申）令和７年８月４日付け門こ保第728号にて諮問

されました「門真市幼保小の架け橋期カリキュラム」の策定について、当委員会

を計３回開催し慎重に審議を重ね取りまとめた本カリキュラム案を適当と判断

し、別添のとおり答申いたします。 

 

以上でございます。 

議題（３）の説明は以上でございます。 

 

吉岡委員長 

ただいま事務局から議題３「答申書（案）」についての説明がございました。

ただいまの説明について、ご意見等ございませんでしょうか。 

 

（質疑応答無し）  

 



それでは、答申書として決定させていただきます。 

この後、私が本検討委員会を代表して教育長に対し、答申させていただこうと

思っておりますが、何かご意見やご質問はございませんでしょうか。 

 

（意見なし） 

  

ないようでしたら、答申に移らせていただきます。 

それでは事務局よろしくお願いいたします。 

  

事務局  

それではこれから準備に移らせていただきますので、しばらくお待ちくださ

い。 

 

（教育長（峯松教育監）入室） 

 

事務局 

それでは、準備が整いましたので、答申に移らせていただきます。吉岡委員長、

よろしくお願いいたします。 

 

吉岡委員長 

答申書 令和８年２月19日 門真市教育委員会 教育長 八木下理香子 様 

門真市幼児教育振興検討委員会 委員長 吉岡眞知子 門真市幼保小の架け橋

期カリキュラムについて（答申）令和７年８月４日付け門こ保第728号にて諮問

されました「門真市幼保小の架け橋期カリキュラム」の策定について、当委員会

を計３回開催し慎重に審議を重ね取りまとめた本カリキュラム案を適当と判断

し、別添のとおり答申いたします。 

 

（答申書及びカリキュラム（案）を手渡し） 

 

事務局 

ここで、峯松教育監から委員の皆さまにお礼の挨拶がございます。 

それではよろしくお願いいたします。 

 

峯松教育監 

門真市教育委員会事務局教育監の峯松でございます。 

本来であれば八木下教育長から直接ご挨拶申し上げるべきところではござい



ますが、本日は出席が叶わず、どうかご容赦ください。 

八木下教育長からの挨拶につきまして私より代読させていただきます。 

 

門真市幼児教育振興検討委員会の皆様におかれましては、ご多忙の中お集ま

りいただき、誠にありがとうございます。 

門真市幼保小の架け橋期カリキュラムの策定にあたりましては、昨年の８月

の諮問から本日まで丁寧に議論を進めていただきましたことに感謝申し上げま

す。 

検討委員会においていただいた貴重なご意見を反映し、策定したカリキュラ

ムの基本版を基に各校区でカリキュラムを作成し、市内すべての子どもたちが、

安心して育ち、学ぶことのできる環境を地域全体で整えていけるよう、今後も努

めてまいりますので、引き続き変わらぬお力添えを賜りますよう、よろしくお願

い申し上げまして、誠に簡単ではありますが、私からの御礼の言葉とさせていた

だきます。 

ありがとうございました。 

 

事務局  

ありがとうございました。 

なお、峯松教育監につきましては、誠に恐縮ではございますが、他の公務のた

め、ここで退席させていただきます。 

 

吉岡委員長 

これで本日の議題はすべて終了しました。 

これをもちまして、第３回門真市幼児教育振興検討委員会を終了いたします

が、令和７年８月４日に諮問を受けてから本日まで３回にわたり審議してまい

りましたが、いかがでしたでしょうか。 

最後にご意見あるかたはおられますか？ 

この１年で、驚きと感激は、自主的に研修会というか勉強会をしようやないか

言うてされたあたりが、もう門真市でしかないかなという勢いです。これがこの

スタートに繋がっていくんじゃないかなというようなことをとても感じながら

感激しておりました。 

委員の先生方が集まっていただいて、スタートする意気込みがあらわれ、こう

いういいものになっていったのかなと思います。 

研究の中で思ってきたのは、子供の育ちの流れを、教育者は自分の担当の年齢

月齢しか見れない傾向にあるけれど、ずっと大きくなっていく子供たちの、状況

をしっかりと把握するということが一番大事で、子供はひょっとしたら、幼稚園



の先生がこう言ってたけど小学校行ったら違うやんとか、保育園の先生がこう

言ったけど小学校の先生のやってること同じことをしようとしても言ってるこ

ととか方向が違う、とかいう戸惑いを、今までずっと持っていたはずだと思って

います。だけど子供はとてもけなげでその場に合わしていく力を持ってますか

ら、そこでは合わしてるけど、実は就学前で言われてたことと、小学校行ってか

ら急がされて、やってることとか違うなあとかいうような戸惑いがあったと思

うんですけど、こういう話し合いをしながら、子供たちの健やかな育ちを、大人

たちがしっかりと見ていくという原点になる会が、今後の中学校区の会でも期

待するところです。 

この勉強会をされたのは、今後、校区ごとでも積極的にそういう会になってい

くと思いますので、ぜひ継続して、就学前から小学校中学校への子どもたちの育

ちを保障する、考えていける門真市になっていただけたら、すばらしい門真の教

育が見えてくると思います。 

門真の教育が見えて、ここで働きたいという先生も出てきて、またここに住み

たいという子供たち、親御さんたちが移ってこられるというような門真市にな

っていく未来が見えるような気がしております。 

引き続き、来年度、より具体化させていくために、継続して頑張っていただけた

らと思います。 

私も今回参加させていただき、現場の話を聞かしていただき、私自身が大変勉

強になりました。ありがとうございました。 

これで終了させていただきます。 

それでは事務局お願いします 

 

事務局 

委員のみなさまお忙しい中、また、３回と限られた中での開催となりましたが、

委員の皆様からの貴重なご意見をいただきありがとうございました。おかげを

もちまして、カリキュラムの基本版を完成することができました。 

この基本版を基に来年度から各校区での作成に取り組んでまいりますので、

今後も引き続きご支援等賜りますようよろしくお願いいたします。 

なお、「門真市幼保小の架け橋期カリキュラム（案）」につきましては、字句の

調整等の簡易なものにつきましては事務局一任とさせていただきたいと存じま

すので、併せてお願いいたします。 

ありがとうございました。 


